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影響に関する研究の概観である。この目的に従い、第 1 章・第 2 章で主に海外の先行研究を
用いて文献展望を行った。第二の目的は、特に精神疾患に着目し、日本における成人期以前







































































ているが数は少ない現状がある。例えば Fujiwara ら 5)は精神疾患発症との関連性を検討し








そこで、第 3 章・第 4 章では本研究の第二の目的である、精神疾患に着目した上で、日本
における成人期以前の困難な体験の体験率およびその関連性についての検討を行うため、第
3 章で精神科病院入院中の患者(精神科入院群)を、第 4 章で調査時点で精神科病院に入院し
ていない成人(一般群)を対象として調査研究を実施した。 
 
第 3 章 (日本における精神科入院患者の成人期以前の困難な体験について：調査研究) 
（問題背景・目的） 
第 2 章で示された通り、成人期以前の困難な体験が精神疾患への脆弱性をもたらすという




























































第 4 章 (一般群の成人期以前の困難な体験について：調査研究) 
（問題背景・目的） 































象者にのみ、10-14 週後に再度、同じ内容のアンケートを web 上で回答してもらった。本調
査は武蔵野大学倫理審査委員会の承認を得て行われた。 
（結果） 
 192 名が調査に参加した。そのうち、107 名がチェックリストの再調査まで完遂した。平
均年齢は 45.8 歳(SD=10.7)である。1 つ以上成人期以前の困難な体験を報告した者は 29.7%、

















第 5 章 (総合考察) 
 多因子モデルによる成人期以前の困難な体験に関する研究は、海外では 1990 年代後半
から実施されていたものの、日本で実施された研究数は少ない。特に、精神疾患患者を対象
とした研究は、ほとんどみられない。第 3 章で実施した調査は、海外で行われてきた研究を







しかし、本研究には複数の限界点がある。第 1 章・第 2 章で文献展望を行っているが、シ
ステマティックレビューのような方法に基づく展望ではなかったため、網羅的であるとはい
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